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高川地区キャッチフレーズ 

～高川で“わく わく わく” 

  湯がわく 和がわく 笑顔わく

～ 

平成２１年７月号 

平成３１年４月号 

「
第

１
回

桃

ま

つ
り

」
に
ぎ

わ

う 

TEL 83-1001 FAX 83-0486 

 

第
１
回
桃
ま
つ
り
は
、
３
年
に
及
ぶ

桃
源
郷
の
里
づ
く
り
事
業
の
集
大
成
と

し
て
、
地
区
内
の
個
人
や
団
体
等
と
、
地

区
外
と
の
交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
に

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
前
日
ま
で

の
小
春
日
和
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
冬

の
寒
さ
を
思
い
出
す
天
候
と
な
り
ま
し

た
が
、
お
花
見
フ
ッ
ト
パ
ス
や
、「
箏
・

絹
の
会
」(

野
村
町)

の
箏
演
奏
、
餅
ま
き

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

３
月
31
日
（
日
）
、
高
川
地
域
づ
く
り
会
（
玉
川
浩
幸
会
長
）
主
催
に
よ
る
第
１

回
桃
ま
つ
り
が
、
ク
ア
テ
ル
メ
宝
泉
坊
周
辺
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
花
見
フ
ッ
ト
パ
ス
に
は
約
50
人
も

の
方
が
参
加
さ
れ
、
ク
ア
テ
ル
メ
宝
泉
坊

を
出
発
し
、
植
樹
さ
れ
た
桃
園
や
高
川
公

民
館
周
辺
に
咲
い
た
桃
や
桜
を
眺
め
な

が
ら
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。 
 

「
箏
・
絹
の
会
」
に
よ
る
箏
の
演
奏
で

は
、
満
開
の
桃
の
花
を
背
景
に
奏
で
ら
れ

る
箏
の
音
色
に
、
来
場
者
の
方
も
足
を
止

め
、
目
と
耳
で
春
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
会

場
で
は
川
津

南
や
っ
ち
み

る
会
や
あ
ま

は
げ
て
ん
ご

の
会
、
穂
た

る
工
房
、
奥

伊
予
工
房
、

城
川
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
な
ど

の
地
元
団
体

や
企
業
が
特 

産
品
な
ど
を
販
売
し
、
た
く
さ
ん
の
来
場

者
が
買
い
求
め
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。 

 

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
桃
園
を

「
宝
泉
坊
公
園 

彩
り
の
丘
」
と
し
、
本

事
業
を
広
く
伝
え
る
た
め
に
製
作
し
た

案
内
板
の
除
幕
式
と
、
景
品
付
き
の
餅
ま

き
で
す
。
案
内
板
の
除
幕
式
で
は
、
山
本

西
予
市
議
会
議
員
、
玉
川
会
長
、
恵
美
須

公
民
館
長
ら
が
除
幕
を
し
、
素
晴
ら
し
い

案
内
板
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
餅

ま
き
が
行
わ
れ
に
ぎ
や
か
に
桃
ま
つ
り

を
終
え
ま
し
た
。 

 

手
上
げ
型
交
付
金
と
し
て
の
桃
源
郷

の
里
づ
く
り
事
業
は
一
区
切
り
と
な
り

ま
す
が
、
桃
の
花
木
に
よ
っ
て
高
川
地
区

が
地
区
内
外
に
と
っ
て
の
『
桃
源
郷
』
と

な
る
よ
う
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
も
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

満
開
の
桃
の
中
を
歩
く
フ
ッ
ト
パ
ス
参
加
者 

桃
の
花
と
箏
演
奏
の
優
美
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

案
内
板
の
前
で
記
念
撮
影 
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３
月
13
日
（
水
）、
高
川
地
域
づ
く
り

会
（
玉
川
浩
幸
会
長
）
に
よ
る
「
環
境
と

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
は
、
講
師
に
え
ひ
め
風
車
ネ
ッ
ト

代
表
の
黒
田
太
士
氏
と
草
木
原
由
幸
氏

を
お
迎
え
し
、
風
力
発
電
事
業
そ
の
も
の

の
仕
組
み
か
ら
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
解
説
い
た

だ
き
、
風
力
発
電
に
関
す
る
知
識
を
深
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
現
在
、
城
川
町
と
梼
原
町
で
計

画
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
も
解
説
い
た
だ
き
、
建
設
さ
れ
た
場

合
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
ど
う
い
っ
た
過 

 
 
今年度、高川公民館の宿日直業務をしてい
ただく方です。よろしくお願いします。 
 
 山本 夏江  松浦 満雄  久保 紀美 

(敬称略) 
３月末をもって、恵美須明美さん、福島み
な子さん、久保田ナリ子さん(労務員)が退
職となりました。大変お世話になりました。
ありがとうございました。 

 
 
 

５年前、毎日ドキドキしな
がら勤務したことを懐かし
く思い出します。わからない
ことばかりでご迷惑をおか
けしたことも多々あったと
思いますが、地域の皆さんに 

助けていただきながら楽しく仕事をさせて
いただいたことに感謝しています。各種行
事等で地域の皆さんと関わり、たくさんの
思い出もでき、また学ぶことができました。 
 ５年間本当にいろいろとお世話になり、
ありがとうございました。 

          森岡 美保 
 

 
 
４月から、コピーの利用及びゴミ袋の販売
は平日の８時30分から17時15分までとさ
せていただきます。ご迷惑をおかけします
がご了承いただきますようお願いします。 

 
 
ご自宅から城川支所や土居診療所、JAなど
の目的地まで乗り合わせて運行します。 
 
ご利用の際は、午前８時から午後５時の間
に予約の電話をかけましょう。 
（午前の便は前日の午後５時までに、午後
の便は当日の２時間前までに） 
名前・人数・乗降場所と利用したい時間を
伝えましょう。帰りの便の予約も必要です。 
※土居どろんこタクシー 
 ご自宅からは 0120-83-0323 
携帯からは  0894-83-0323 

 
 料金は 10km まで 100 円、20km まで 200
円（小学生は半額）です。 
 
手荷物が多いときや乗降の際にお手伝いが
必要な場合は、予約の電話の際に相談しま
しょう。 

程
を
経
て

建
設
が
進

む
の
か
な

ど
、
参
加

者
か
ら
も

積
極
的
な

質
問
が
あ

り
、
有
意

義
な
講
演

会
と
な
り

ま
し
た
。 

 
 
 

４月から、高川公民館で
お世話になっております、
土居典子と申します。田穂
から通勤しておりますが、
高川公民館は、父が６年
間、館長として勤務した私 

にとってゆかりのある公民館です。 
 そんなゆかりのある地で仕事ができるこ
とをうれしく思っています。 
 これからも地域の皆さまとの絆を大切
に、明るく笑顔でがんばります。 
 

          土居 典子 
 


